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研究成果の概要（和文）：介護支援専門員調査では、ソーシャルワーク・ケアマネジメント実施度として、環境
への支援、利用者・家族との共同、ストレングス支援、高齢者と環境との関係の把握、利用者との関係、他機関
とのチームワーク、インフォーマルケアの活用の7因子を生成し、各因子ともソーシャルワーカーと他専門職間
で差がみられなかった。相談支援専門員調査では、利用者の意思決定支援の実施度と重要度として①丁寧な意思
形成・表明・実現支援、②事業所の意思決定支援体制、③意思決定の判断基準、④本人理解のためのアセスメン
トの4因子を生成したが、社会福祉士は①の実施度が低く、①③の重要度が高く、精神保健福祉士は①の実施度
が高かった。

研究成果の概要（英文）：As characteristics of care managers for the frail elderly, we clarified that
 they carry out 7 factors: (1) support to improve envelopment,(2)collaboration with clients and 
their families,(3)strengths support,(4)assessment between client and there envelopment,(5)
relationship with clients,(6)teamwork with other agencies, and (7)refer to informal care. Degree of 
implementation 7 factors are no difference between social workers and other professions. 
Self-determination supports of care managers for the disabled persons are divided 4 factors:(1) 
careful support of formation, expression and realization of client’s decision, (2) agency’s policy
 to support self-determination, (3) criterion of self-determination, (4) assessment to understand 
client. Certified social workers are lower on degree of implementation of (1) and higher on degree 
of importance of (1)(3) and certified social workers of mental health are higher on degree of 
implication of (1). 

研究分野：社会福祉

キーワード： ケアマネジメント　ソーシャルワーク　介護支援専門員　相談支援専門員
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ケアマネジメントは多くの国家資格者等が実施しているが、ソーシャルワーカーは利用者本位を視点
にして支援をする特徴があり、そうした特徴をケアマネジメントに従事するソーシャルワーカーがどこまで実施
しているのかを明らかにし、さらにそうした特徴を全てのケアマネジメントに従事する人々に拡大していくこと
は社会的に意義あることである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
日本ではケアマネジメントを、高齢者領域では介護保険制度での介護支援専門員が、障害児者に対しては障害者総合支援法に基

づく相談支援専門員が担っている。介護支援専門員は、介護福祉士を中心に多様な国家資格取得者等が行っており、相談支援専

門員は社会福祉士を中心に、一定の研修を終えた国家資格無資格者もそれなりに実施している。同時に、前者は資格に合格し、

研修受講でもって、後者は研修受講でもって、資格を得ることができるが、こうした両者のケアマネジメントのレベルを高めて

いくことが、大きな課題である。特に、アメリカやイギリスでのケアマネジメントは主としてソーシャルワーカーが担っており、

多様な専門職がケアマネジメントを担っている日本では、ケアマネジャーがソーシャルワークの視点を有して実践しているかが

課題である。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、高齢者に対応する介護支援専門員および障害者に対応する相談支援専門員が行っているケアマネジメントに対して、
ソーシャルワークの視点がどの程度定着しているかを明らかにすることを、主たる目的にした。現実の介護支援専門員は多様な

基礎資格者から成っており、本調査結果では、介護福祉士 60.7％が最も多いが、次に、看護師・准看護師 13.9％、社会福祉士
11.1％の順になっている。一方、相談支援専門員については、本調査結果では、社会福祉士43.0％、介護福祉士15.4％、精神保
健福祉士13.3％の順であるが、その他が14.4％ある。全米ソーシャルワーカー協会(NASW)が示している、ソーシャルワーク・
ケアマネジメントの特徴である、①利用者中心の考え方、②クライエントとソーシャルワーカーの関係の卓越性、③環境の中で

の人という枠組み、④ストレングスの側面、⑤チームワーク、⑥ミクロ、メゾ、マクロレベルへの介入、といった特徴が、現実

の介護支援専門員のケアマネジメントにどの程度定着しているかを明らかにする。同時に、介護支援専門員から支援を受けてい

る利用者や家族は、上記のソーシャルワーク・ケアマネジメントの特徴について、どの程度満足しているかを明らかにする。一

方、障害児者を対象にする相談支援専門員は、上記の①利用者中心の考え方である意思決定支援がどの程度定着しているかを明

らかにする。同時に、これら３つの調査では、ソーシャルワーカーである社会福祉士や精神保健福祉士はどの程度先導的役割を

果たしているのかを明らかにする。そのため、本研究では、①介護支援専門員に対する郵送調査、②その介護支援専門員とマッ

チングした利用者を対象とした郵送調査、③相談支援専門員に対する郵送調査の3つの調査を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 第 1の調査は、2017年 1月に郵送調査を行ったものである。全国の居宅介護支援事業者から無作為で 3000か所を抽出し、
そこの管理者に調査の承諾をいただき、事業所で 50 音順の最も早い介護支援専門員の紹介を依頼した。次に、当該介護支援専
門員に調査への協力を依頼した。調査項目は、ソーシャルワーク・ケアマネジメントの特徴である、①利用者中心の考え方、②

クライエントとソーシャルワーカーの関係の卓越性、③環境の中での人という枠組み、④ストレングスの側面、⑤チームワーク、

⑥ミクロ、メゾ、マクロレベルへの介入に関する 41項目であった。結果として、1742名の介護支援専門員（回収率：58.1％）
から調査票を回収することができた。 
 
(2)第 2の調査は、第 1の調査で回答を得た介護支援専門員に対して、担当している利用者の内で、家族介護者がおり、かつ 50
音順で最も早い利用者およびその家族を対象にして、2018年 1月に郵送調査を行ったものである。主たる調査項目は、第 1の
調査に示した調査項目の全米ソーシャルワーカー協会が示しているソーシャルワーク・ケアマネジメントの特徴である①から⑦

の内の、利用者に対応する①利用者中心の考え方、②クライエントとソーシャルワーカーの関係の卓越性、③環境の中での人と

いう枠組み、④ストレングスの側面についての 34項目の満足度と期待度について尋ねた。結果としては、第 1の調査で回答が
得られた1742か所の居宅介護支援事業者に対して調査票を郵送し、594名の利用者ないしはその家族(回収率：34.1％)から調査
票を回収することができた。 
 
(3) 第3の調査は、障害者相談支援専門員の意思決定支援の現状と課題を明らかにするため、2019年1月に郵送調査を行った。
全国の相談支援事業者から無作為で3000か所を抽出し、そこの管理者に調査の趣旨を理解いただき、事業所の50音順で最も早
い相談支援専門員の紹介を依頼し、当該相談支援専門員に調査への協力を依頼した。結果として、1180名の相談支援専門員（回
収率：39.3％）から調査票を回収することができた。 
 
4.研究成果 
(1)第 1の調査の結果として、1742名の介護支援専門員（回収率：58.1％）から調査票を回収することができた。ソーシャルワ
ーカーのケアマネジメントの特徴である41項目の実施状況は、探索的因子分析の結果、「環境への支援」、「利用者・家族との共
同」、「ストレングス支援」、「高齢者と環境との関係の把握」、「利用者との関係」、「他機関とのチームワーク」、「インフォーマル

ケアの活用」の 7因子を生成することができた。7因子それぞれについてソーシャルワーク資格の有無で t検定を行ったが、ソ
ーシャルワーカーの資格保有者と他資格者との間ではいずれも有意差がみられなかった。ソーシャルワーク資格者がソーシャル



ワーク・ケアマネジメントを実施しているという仮説は検証されず、ソーシャルワーク養成教育に対する課題が残った。なお、

上級の介護支援専門員である主任介護支援専門員は、「他機関とのチームワーク」(p<.01)、「利用者・家族との共同」(p<.05)、「ス
トレングス支援」(p<.05)、「高齢者と環境との関係の把握」(p<.05)において、その他の介護支援専門員に比べて実施度が有意に
高かった。 
 
(2)第1の調査での追加的な結果として、ケアマネジャーは管理者との間でのケアプラン作成での意見の違いがある者が4分の１
程度おり、意見の違いがある者の内では、管理者の意向でケアプランを作成している者が3分の２程度いることが分かった。ケ
アプランの意見の相違の有無を判別する要因は、2項ロジステック回帰分析の結果、ケアマネジャー側では「性別」(p<.05)、「経
験年数」(p<.05)、「主任介護支援専門員資格の有無」(p<.05)、事業者側では「事業所の規模」(p<.05)、「介護サービス事業実施の
有無」(p<.001)が影響していた。次に管理者とケアマネジャーのどちらの意向でケアプランを決定しているのかを判別する要因
を明らかにするため2項ロジステック回帰分析を行ったが、ケアマネジャー側での要因はなく、事業者側の「介護サービス事業
実施の有無」(p<.05)が要因として明らかになった。以上から、ケアマネジャーと管理者の間でケアプランを巡って葛藤があり、
介護サービス事業を実施していない独立型の介護支援専門員において葛藤が有意に少なく、同時に介護支援専門員自らの意向で

ケアプランを作成できていることが検証された。 
 
(3)第2の調査の結果については、介護支援専門員と利用者のデータをマッチングさせて分析を行った。まず、介護支援専門員側
の41項目の実施度の探索的因子分析を行い、「①利用者中心の支援」、「②介護支援専門員と利用者の関係の卓越性」、「③家族の
中での利用者枠組み」、「④家族以外の人々との個別の関係」、「⑤ストレングスの支援」、「⑥他機関との協働のチームワーク」、「⑦

ミクロ・メゾ・マクロへの介入」の7因子を生成した。これらの7因子のそれぞれの介護支援専門員の実施度について、介護支
援専門員の属性により t検定を行ったが、その結果は、第1回調査同様に、ソーシャルワーク資格の有無で有意差はなかった。
次に、7 因子の内で利用者支援に対応している⑥と⑦以外の５因子について、利用者の満足度を、介護支援専門員と利用者の属
性をもとに t検定を行った。その結果でも、ソーシャルワーク資格の有無で有意差がなかったが、主任介護支援専門員資格の有
無では、「①利用者中心の支援」(p<.05)と「③家族の中での利用者枠組み」(p<.05)で、主任介護支援専門員は利用者からの満足
度が高く、介護支援専門員としての経験年数では、「③家族の中での利用者枠組み」」(p<.05)、「④家族以外の人々との個別の関
係」」(p<.05)、「⑤ストレングスの支援」」(p<.05)で、経験年数が5年以上の者で、利用者の満足度が高かった。一方、利用者側
の属性では、利用者の年齢で、「②介護支援専門員と利用者の関係の卓越性」(p<.05)、「③家族の中での利用者枠組み」(p<.05)、
「⑤ストレングスの支援」(p<.05)で、利用者の年齢が高いほど有意に満足度が高かった。以上の結果から、ソーシャルワーカー
は、自らの実践においても、また利用者の満足感においても、ソーシャルワーク・ケアマネジメントの優位性を見いだすことが

できなかった。 
 
(4) 第 2の調査では、付加的な研究として、介護者調査も同時に実施し、介護離職の実態も明らかにした。就労している介護者
が44.4％で、非就労の介護者が44.1％であったが、非就労の介護者の内で介護離職者は12.1％であった。就労を継続している者
と介護離職した者を判別するために 2 項ロジステック回帰分析を行ったが、「介護の期間」(p<.001)、「介護者の年齢」(p<.05)、
「ケアマネジャーとの関係での満足感」(p<.05)が関係していることを明らかにした。このことから、日本では毎年約 10万人の
介護離職者がおり介護離職ゼロを目指しているが、介護者の相談者であるケアマネジャーが仕事から生じる介護者ニーズにも対

応して適切な社会資源と結び付けていくことが、介護者の自己実現を支援し、ひいては介護離職ゼロに近づけていく方法である

ことが示された。 
 
(5)第3の調査結果は、相談支援専門員の平均経験年数は6年4か月、直近1ヶ月間のサービス等利用計画作成件数は12.5件で
あった。雇用形態は、常勤・専任が6割、非常勤・専任が3割であった。過去１年間に法定研修を除く相談支援に関する研修参
加は、複数回参加が 7 割、一度参加や参加なしがそれぞれ 15‰程度であった。所属事業所では、社会福祉法人が半数以上を占
め、平均相談支援専門員数は2.72人であった。相談支援における意思決定支援に関する39項目について、実践度と重要度を尋
ね、実践度について探索的因子分析を行ったが、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」、「事業所の意思決定支援体制」、「意思決定

の判断基準」、「本人理解のためのアセスメント」の4因子を生成した。４因子それぞれについて合成変数を作成し、重要度は実
践度の4因子に基づく合成変数を作り、相談支援専門員の資格との関連について t検定を行った。社会福祉士は、「丁寧な意思形
成・表明・実現支援」(p<.05)の実践度が有意に低く、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」(p<.01)と「意思決定の判断基準」(p<.05)
の重要度が有意に高かったが、精神保健福祉士は、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」(p<.001)の実践度で有意に高かった。介
護福祉士や介護支援専門員資格者については、4 因子それぞれの実践度と重要度のいずれにも有意差はみられなかった。この結
果、障害者の意思決定支援において、社会福祉士は意思決定支援での意思の形成、表明、実現という過程についての重要性を認

識しているが、実施度が有意に低いことが示された。一方、精神保健福祉士は、意思決定の形成、表明、実現という過程を丁寧

に実施していることが示された。 



 
(6)本調査では、相談支援専門員の資格以外の他の属性との関連についても分析を行ったが、法定研修を除く相談支援に関する研
修受講状況との関連の t検定では、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」(p<.01)と「事業所の意思決定支援体制」(p<.05)の実践
度で、「事業所の意思決定支援体制」(p<.05)と「意思決定の判断基準」(p<.05)の重要度で有意差がみられ、2回以上の参加群の方
が高かった。雇用形態での一元配置分散分析では、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」(p<.01)、「意思決定の判断基準」(p<.05)、
「本人理解のためのアセスメント」(p<.01)の重要度で有意差がみられた。相談支援事業所の身体障害、知的障害、精神障害、発
達障害、障害児の５領域での一元配置分散分析では、「丁寧な意思形成・表明・実現支援」(p<.01)の実践度で有意差がみられ、多
重比較で精神障害領域が知的障害領域よりも高かった(p<.01)。 
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